
福岡県における
レアメタルリサイクル推進事業の概要

（財）福岡県環境保全公社リサイクル総合研究センター
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平成２１年７月２３日

－ 平成２０年度使用済電子電気機器の

回収モデル事業の報告 －
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レアメタルとは

「地球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属」
のうち、工業需要が現に存在する（今後見込まれる）ため、安定供給の確保が
政策的に重要であるものを、鉱業審議会においてレアメタルと定義
（現在３１種類が対象 例：インジウム、タンタル etc...）。

レアメタルの重要性

◆自動車、ＩＴ製品等の製造に不可欠な素材であり、
我が国の産業競争力の要
（使用例） ハイブリッド自動車の高性能磁石モーター：レアアース（ネオジム）

液晶パネルの透明電極：インジウム
コンデンサー：タンタル
リチウムイオン電池：リチウム、コバルト

◆地球上に存在量が少なく、特定国に偏在

レアアース 中国（９７％）※

タングステン 中国（８６％）
プラチナ 南アフリカ（８０％） ※産出国（シェア ％）

◆需要の増大により需給が逼迫、価格が高騰

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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○使用済電子電気機器には、多種多様なレアメタルが含有。

○日本には、レアメタルが含まれる使用済電子電気機器が
大量に蓄積。

○携帯電話の回収は、一部行われている。
一方で、その他の使用済電子電気機器の回収は、

進んでいない。

○採算性が高い金、銅等の回収は行われているが、
レアメタルの回収はほとんど行われていない。

都市鉱山

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

⇒その量は、世界の埋蔵量と比較して、
　　　インジウムで６割、金及び銀で２割、アンチモンで２割、
　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する


⇒その量は、世界の埋蔵量と比較して、
　　　インジウムで６割、金及び銀で２割、アンチモンで２割、
　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する

⇒その量は、世界の埋蔵量と比較して、
　　　インジウムで６割、金及び銀で２割、アンチモンで２割、
　　　タンタルで１割を超える量に匹敵する
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福岡県のポテンシャル

①県内に２つのエコタウン
・リサイクル資源の集積
（国内）各種リサイクル法のリサイクル拠点
(国外）東アジアに近いという地理的条件を活用したリサイクル資源の集積

北九州リサイクルポート、大牟田三池港
・リサイクル関連事業者の集積

リサイクル事業者、レアメタル製造事業者

②研究シーズの集積

イオン交換、溶媒抽出法を用いた
レアメタル抽出技術
・北九州市立大学国際環境工学部
・九州大学工学研究院応用化学部門
・佐賀大学理工学部

③レアメタルを使用する製造業者の集積
・自動車関連産業、システムLSI関連産業



福岡県の取り組み

秋田県、茨城県、福岡県の3県が、平成20年12月

全国で初となる国の回収モデル事業※に採択

※回収モデル事業で得られた基礎データは、国の研究会等において検討される。

国から先進的取り組み事例として評価

◆「レアメタルリサイクルの実態調査及び事業化可能性調査」を実施

◆上記調査に併せて、レアメタルリサイクルの
事業化に向けた、共同研究PJの構築を目的に
「レアメタルリサイクル産学官連絡会議」を設置
（平成２０年度は5回実施）

第1回連絡会議の様子
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート






6

平成２０年度使用済電子電気機器の

回収モデル事業

（福岡県事業運営業務）事業概要



使用済小型家電からのレアメタル回収作業フロー

小型家電の
BOX回収

分別

公共施設、
店舗、

高校など

解体
選別

小型家
電などに
再利用

ﾚｱﾒﾀﾙ
の抽出

品目ごとに
分別

開発技術・
新産業の創出

平成２０年度実施

福岡県の回収対象の小型家電（１３品目）

●デジタルカメラ

●ビデオカメラ

●ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ音楽ﾌﾟﾚｰﾔｰ

●ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙDVDﾌﾟﾚｰﾔｰ

●携帯用ラジオ

●携帯用テレビ

●携帯電話

●リモコン

●小型ゲーム機

●電子辞書

●電卓

●HDD

●電子機器付属部品

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ、充電機器、
コード、ケーブル類

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福岡県の事業は次の３つからなり、
大牟田市で集め、柴田産業で分別する機器の回収と、
集めたものを柴田産業解体して、日本環境衛生センターで分析を行う金属含有量調査と、
ﾚｱﾒﾀﾙを解体なんどの物理選別の際に濃縮する選別・濃縮試験で構成されています。
回収は環境省、含有量調査は経産省の管轄になっており、
今回お話するのは、主に水色の部分の回収になります。
一口に回収と言っても、やり方がたくさん考えられると思いますが、
次にいくつか例を載せていますが、、、、

製品の品目ごとに個数、重量の測定

金属元素の濃度確認
廃棄物としての性質評価

回収方法、製品種類別に個数、重量測定


使用済小型家電回収ＢＯＸ
（市役所、公民館、
高等教育機関、大規模店舗等）
不燃物ごみからのピックアップ
（大牟田市リサイクルプラザ）
イベント回収

回収方法ごとに対象製品の分別
（回収ＢＯＸ、不燃ごみからの回収）
◇資源性・有害性の両面からの評価�◇市町村のごみ処理に与える効果の検討

製品の種類（ビデオカメラ、デジカメ等）毎に解体し、素材別に分離
　　①プリント基板　②金属　③プラスチック
　　④その他部品(モーター、液晶、電池、レンズ、金属・プラスチックの複合品
種類毎に各素材（①～④）の重量構成を計測
分析用サンプル（プリント基板等）を選別
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回収モデル事業の目的

適正かつ効果的なレアメタルのリサイクルシステムを
目指すために

① 使用済小型家電の回収モデル事業の実施と
効率的・効果的な回収方法

② レアメタルの含有実態の把握

③ 使用済小型家電のリサイクルに係る
有害性の評価等について検討

福岡県はH20年度は①のみを実施。
②,③についてはH２１年度実施予定。

「使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会」 資料から一部抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この事業の目的は、大きく３つあり、
①読む。お金をかけずにたくさん集める
②レアメタルがとれだけ入っているかは当然しらべますが、どの部品多いか、部品は取り出しやすいのか、分散してあるのか、集中しててあるのか
レアメタルを抽出するまでの様々な課題を明らかにします。
③鉛やガラスの薄型による消泡材アンチモンなど有害物質について調査もあわせて行います。

使用済みの小型家電回収について、先進的な取り組みを回収を開始している自治体ということで、
秋田、茨城、福岡の３県が事業に採択されました。
どのような事業の進め方かというと、、
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回収方式

①ボックス回収

②ステーション回収
（資源物回収に合わせてコンテナを設置）

③小型家電専用ごみ袋による回収

常設（店舗、公共施設、大学等）
イベント
その他（高校回収）

回収地点まで
持参。

出す時点で分別。
袋代負担。

他の不燃物と
一緒に搬出。
分別なし。

住民の参画

④不燃物からのピックアップ回収
（大牟田市リサイクルプラザからのピックアップ）

大牟田市では①，④の手法で回収。
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ここに入れてね。

小
型
家
電

 

集
め
て
ま
す

使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
モ

デ
ル
事
業

環
境
省
・
経
済
産
業
省
・
福
岡
県
・
大
牟
田
市

！

　
　

回収ＢＯＸの概要（構造・寸法）

全ボックスに幟装着

詳細な内容を示した

説明用パネル

鋼鉄製、

施錠付き

投入口
中央まで

850mm 520mm
440mm

投入口のサイズ

(25ｃｍ×10ｃｍ)

ボックスサイズ 高さ １０７cm（ボード含めた高さ１４７cm）

幅 ４４cm 奥行き ５２cm

盗難防止の板を

内部に装着

＜特徴＞

大牟田のまつり「大蛇山」のキャラクター「ダイジャー」が市民をお迎え
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回収モデル事業の周知方法

◆ 予告用チラシを配布（年末）
・ 市内の全公立小中学校（約1万枚）
・ 新聞（全国紙、地元紙）への折込（約5万枚）

◆ 詳細情報
（回収ＢＯＸの設置場所、回収開始日）に関する周知

・ 広報誌（広報おおむた）（全戸配布）
・ ちらし配布（約1万枚）、ﾎﾟｽﾀｰの掲示（約200枚）
・ 市内の全公立小中学校（約1万枚）

◆ 新聞、テレビによる報道 （県・市で記者発表）

◆ 市民アンケートによる周知（回収期間中）

◆ オープニングイベントの開催
・平成２１年１月１８日（日）

ゆめタウン大牟田
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、１２月１９日に落札した直後で、ほとんど何も決まっていなかったのですが、
年末大掃除に備えて、回収事業をやるので捨てずに保管しておいてくださいという予告ちらしを作り、
小中学校、新聞折り込みに配布しました。

年が明けて、設置場所などの詳細が情報を市の広報などを通じて周知を行いました。
その他、記者発表を県や市で行いました。

１月１８日に無事オープニングイベントを迎えました。
１０００名ほど人が集まっていただき、盛況でした。

回収期間中にもアンケート調査を行い、事業のPRを行いました。

簡単にこれら、年末年始休日返上で準備したものを
ご覧いただこうと思いますが、、




回収重量（ｋｇ）
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回収結果① 総回収量

回収台数（個）

ボックス回収
2,767台 53.7%

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ回収
2,351台 45.7%

イベント回収
31台 0.6%

ボックス回収
433.6kg 51.9%

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ回収
383.0kg 45.9%

イベント回収
18.4kg 2.2%合計 5,149台 合計 835.0kg

回収期間：ボックス回収 不燃物ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ回収、 イベント回収
平成21年1月18日～ 平成20年12月11日～ 平成21年3月22日（1日間）
平成21年2月28日（42日間） 平成21年2月28日（80日間）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果からいうと約２ヶ月の回収期間で個数にして約５０００台、
重量にして８００ｋｇ集まり、
また、ボックスの回収期間は、ピックアップよりも短いにも関わらず、
廃棄でなくボックスを選択する市民の割合が高い傾向がみられました。
次に品目別にみてみたいと思いますが、、



一ヶ月あたりの回収重量（ｋｇ）

ボックス回収

一ヶ月あたりの回収台数（個）

ボックス回収

ピックアップ回収
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回収結果② 手法別の比較

回収期間：ボックス回収 不燃物ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ回収
平成2１年２月１日～ 平成21年２月１日～
平成21年2月28日 平成21年2月28日

71％
29％

73％

27％

1,629台 268.3kg

101.3kg
670台
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ボックス回収 （ 2009/1/18～2009/2/28 )

不燃物ピックアップ( 2008/12/11～2009/2/28 )

回収結果③ 品目の傾向

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
携帯電話が一番台数が多く、リモコンやコードなどの付属部品がついで多いという結果になりました。
これの回収量が多いのか少ないのか、今後回収量が増えていくのか、いかないのか、
アンケートの結果をもとにみていきたいと思います。
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アンケートによる回収結果の検証

送信数
（部）

返信数
（部）

有効回答数
（部）

返信率
（％）

有効回答率
（％）

4,600 1,475 1,437 32.1 97.4 

1 主な情報収集項目
①大牟田市民の使用済み小型家電の保有状況
②回収モデル事業の認知度及び認知した方法
③回収モデル事業への協力の意識、事業を効果的に行うための提案など

２ 調査の内容
・ 調査地域 大牟田市

・ 抽出方法 無作為抽出方式
アンケート用紙及び回収モデル事業の周知用ちらしを郵送

・ 実施期間 平成21年2月2日（郵送）～2月25日（締め切り）
・ 調査対象 18才以上の男女

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケートの目的ですが、周知以外に
①市民の保有台数を把握して回収量を評価する。
②認知度及び認知した方法を把握して、効果的なＰＲ方法を探る
③協力の意志などを把握して、事業を効果的に行うための提案などをしていくというものです。

やり方は無作為抽出方式で、
大牟田市１８以上の男女の約４％にあたる４６００人に郵送し、
回収率は３２％、有効回答率は９７％で良好な結果を得ています。

統計的には１３万人くらいの人口であれば１００通ちょっとのデータでOK
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市民推定保有台数、回収量及び回収率
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大牟田市民の推定小型家電保有数とモデル事業回収率との比較

使用済推定保有台数（×１０台）

回収量（台）

回収率（％）



本事業の年齢別認知方法（女性）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０才代

３０才代

４０才代

５０才代

６０才代

７０才代以上

合計

新聞記事

新聞の折り込みちらし

学校配付ちらし

広報おおむた

テレビのニュース

ラジオのニュース

インターネット

知り合いから聞いた

偶然ボックスを見かけた

その他
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回収モデル事業の認知した方法

紙メディア 電子メディア
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協力の意志と認知率（性別、年代別）

認知率（男性）

認知率（女性）

協力の意志（男性）

協力の意志（女性）

回収モデル事業への協力の意識及び認知率

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協力の意識は女性男性ともに、どの年代でも8割近と高いことが分かりました。
一方で、認知率をみてみると、どの年代も男性は６０％前後であるのに対して、
女性は高齢者で認知率が下がる傾向が見られます。
周知の強化のポイントしては、
認知度が低いが協力の意識が高い、女性及び高齢者への周知を重点的に行うことが有効と思われます。
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コンビニエンスス

トア 39.5%

家電量販店

18.7%

郵便局 14.7%

駅 9.6%

学校 7.7%

その他の店舗

5.4%

その他 4.3%

現在の設置場所以外に希望する回収ボックス設置場所

コンビニエンスストア

家電量販店

郵便局

駅

学校

その他の店舗

その他

事業を効果的に行うための提案①
新規ボックス設置希望場所



20

スーパー
ホームセンター

大型ショッピ
ングセンター

家電量販店 公共施設

持参希望割合
（％）

42.3 23.0 17.6 17.1

回収割合
（％）

51.8 20.5 10.3 17.5

ボックス設置
個所（箇所）

15 1 1 10

アンケートの結果をもとに、今後増設を検討

事業を効果的に行うための提案②
持参を希望する場所と回収実績の比較
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秋田県、茨城県との回収結果比較

秋田県 茨城県 福岡県

応援
キャラクター

回収地域
大館市、能代市、

山本郡
日立市 大牟田市

回収地域人口 約１７万人 約２０万人 約１３万人

回収対象 品目指定なし １０品目 １３品目

ボックス設置箇所 ７０カ所 ７カ所 ３０カ所

ボックス回収量 ４,０８４台 ２８４台 ２,７６７台

箇所・月あたり ２４台 ４４台 ６６台

こでんちゃん
レアメタくん

こでんくん

ダイジャー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遜色ない数字かと思います。
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まとめ
○ 福岡県は国のモデル地域に選定され、大牟田市において使用済電子電気機器の

回収モデル事業を行い、効率的・効果的な回収方法について検討を行った。

○ 回収結果
回収量はおよそ2ヶ月で5,149台、835.0kg、うち携帯電話が最も多く集まった。
同一回収期間で手法を比較した場合、ボックス回収の割合が70％を占め、
不燃物ピックアップ回収の割合よりも多かった。

○ 効果的な周知方法
新聞への折り込みちらし配布、市広報への掲載、ポスター掲示等を行い、テレビや
ラジオのニュースでも事業が紹介された。アンケート調査の結果、新聞記事及び

市広報“広報おおむた”による認知率が高く、紙メディアが周知方法として有効であっ
た。

○ 効果的な回収方法
市民へのアンケート調査の結果、新規ボックスの設置場所として、“コンビニ”、
“家電量販店“等を希望する意見が多かった。また、既存ボックスへの持参場所として、
スーパー及びホームセンター等の“店舗”の希望が多かった。
今後、これらの設置場所へ新増設を検討していくことで、効果的なボックス回収が
行えるものと考えられる。

○ これらの情報については、今後全国の市町村で、回収事業を検討する際に参考に
なるものと思われる。
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今後の取り組みの方向性

◆ 平成２１年度も大牟田市での回収事業を継続

◆ 大牟田市以外の市町村への事業拡大の検討

◆ 使用済小型家電の回収状況や課題等について把握・検証

効率的に回収する事業スキームを検討し提言

◆ 回収事業とレアメタルリサイクル技術研究プロジェクトとの連携

◆ 県内でレアメタルリサイクルの事業化を図り、

レアメタルリサイクルの 拠点化をめざす。

23



24ご清聴ありがとうございました

回収モデル事業の情報は、下記URLにも掲載されています。

http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca.html

使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会

◆概要情報

◆委員名簿

◆議事次第資料・議事要旨・議事概要一覧
•H21.03.24 使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会（第３回）

議事次第・資料／議事録[PDF 296KB] 
•H21.02.13 使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会（第２回）

議事次第・資料／議事録[PDF 323KB] 
•H20.12.02 使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会（第１回）

議事次第・資料／議事録[PDF 319KB] 

◆平成20年度使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会 とりまとめ
•本編 [PDF 3,487KB] 
•添付資料 [PDF 7,203KB] 
•参考資料 [PDF 8,040KB] 

http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/03.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/03a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/02.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/02a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/01.html�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/conf_ruca/01a.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_main.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_attach.pdf�
http://www.env.go.jp/recycle/recycling/raremetals/H20_info.pdf�
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